
中学校柔道の授業での事故発生状況のまとめ（令和２年度～令和４年度） 

《令和２年度》 

《令和３年度》 

学年 負傷部位 事故名 事故内容

顔面 鼻骨骨折 準備運動のかけ足中に転倒した。

上肢 右鎖骨骨折
前回り受け身の練習中、補助したところ本人が回転しようとしたタイミングと補助のタイミングが
合わず、身体のバランスを崩し手右肩を強打した。

上肢 左鎖骨骨折 前回り受け身の練習中、歩行３歩目に体を畳付近に屈めた際、左肩を畳みにぶつけた。

下肢（膝部） 左膝部捻挫 内股の組手練習中、相手の脚が何度も膝にあたった。

頭部 頭部打撲 片付け中に同級生との揉み合いで転倒し、後頭部を木床にぶつけた。

3 下肢 左足親指損傷 畳を片付ける際に、自分の左手が滑り、左足に落下させた。
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《令和４年度》 
学年 負傷部位 事故名 事故内容

頭部 脳震盪 相手の帯を片手で持ち、重心の崩し方を学習していたところ、帯を持った手が外れ立位のまま倒れ後頭部を
強打した。

頸部 捻挫 固め技を行った際、相手の抑え込みに対して逃れる動作をし、次の授業中、首に痛みが出て、その後、頭に
も痛みが出た。

上肢 胸部打撲 体落としを掛けられて受け身を取ったところ、背中から打ち付けたため胸部に少し痛みがあり、違和感を感
じた。その後、先生に「深呼吸すると胸に痛みがある」と申し出たことから負傷していることが判明した。

下肢 左足親指付根骨折 体落としを掛けた後、自ら誤って左親指を垂直に畳に着いたため左足親指を負傷した。

頭部 脳震盪 相手と組んで支えつり込み足の練習中、投げられた際、受け身が上手くいかず、後頭部を畳に打ち負傷し
た。

頭部 打撲 大腰の練習で投げられたときに、受け身が上手く取れず後頭部を打った。

その他 歯牙損傷 自由練習中、となりの生徒の頭と口元が衝突して歯がかけた。

頭部 打撲 自由練習中、となりの生徒の口元と頭が衝突した。

3 上肢 右肘捻挫 自由練習中、投げ技（大腰）をかけたところバランスを崩し、勢い余って右手を床について倒れた。
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